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明治から昭和にかけて，日本の理科や工学の教養教育に用いられた，旧制第一高等学校の教材や機器

類が，東京大学教養学部の駒場博物館に収蔵されている．これらの資料は，一般利用者や初学者の情報

検索では，公開アーカイブにたどりつけない状況が潜在的にある．この現状を改善する目的で，利用者

の検索語について，展示と同時にアンケート調査を行い，回答内容についてテキスト分析を行った．そ

の調査の中で，展覧会場全体を対象とした，他の博物館では成立しがたいと推測される，展示品に直接

付箋を貼り付けるという方式で行った人気投票形式のアンケートは，利用者からの反響が多く，また，

博物館学的・情報学的にも数々の興味深い現象を確認することができた．
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1. はじめに

東京大学教養学部の駒場博物館には，旧制第一高等

学校（一髙）から引き継いだ近代日本の理科教育に関

係する多種多様な資料が収蔵されている．

中でも 19 世紀後半～20 世紀初頭の理科教育に用い

られた，第一高等学校の機器類（一髙機器）(1)のような

非文献資料(2)については，一般利用者や初学者には馴

染みの無い形状や用途のものが多く，利用者が情報検

索を試みても，既存のアーカイブ(3)やその周辺情報に

たどり着くことができない状況にある．

その原因は，情報検索を行う際に用いる，利用者と

専門家の検索語の違いにあると推察し，利用者が資料

検索で用いる語を調査した．調査で得られた回答を，

KH coder(4)を用いてテキスト分析を行い，分析した内

容について，既存のアーカイブおよび周辺情報に反映

させることを研究課題とした．

調査は，駒場博物館内において，一髙理科に関する

展示と共に来館者を対象に，アンケート形式にて実施

した．

調査手法のうちの１つに，付箋紙を用いた人気投票

という形式を初めて試みた．この手法は，展示ケース

や解説パネルなどの展示物に，利用者がコメントを書

いた付箋を直接貼り付けるという形式で実施した．一

般的な博物館･美術館では，保守管理の事由から，容易

には成立しがたいと思われるこの手法であるが，駒場

博物館においては，60 日間の継続した調査が実現し，

開始当初からの状態を保持したまま，最後まで調査を

続け，経過観察をすることができた．

2. 調査概要

2.1 調査に関する基本情報 

調査期間：2015 年 7 月 18 日～9 月 23 日（60 日間） 

実施時間：10:00-18:00 の 1 日 8 時間（計 480 時間） 
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実施場所：駒場博物館「一髙理科へようこそ―科学

する心」展（一髙理科展）の会場内 

対象者 ：上記の展覧会入場者のべ 3,433 人 

調査形態：質問紙の配布等による自由参加型 

 

2.2 調査の種類と回答件数 

調査は，紙を用いた穴埋め形式，自由記述式，付箋

紙による人気投票式の 3 種類のアンケートと，Twitter，

Instagram 等の利用による SNS 投稿形式，その他，

事後にブログ記事からのデータ収集も加え計 5 種類を

実施した．この中で，普段から駒場博物館で実施して

いる利用者アンケートは，自由記述式のみである． 

最も利用者からの回答件数の多かった，付箋紙によ

る人気投票形式のアンケート実施風景を図 1 に示す． 

また，各調査による回答件数を表 1 に示す．付箋紙

人気投票の次に回答件数が多かった穴埋め形式のアン

ケートによる回答からは，質問票上で指定した 6 種類

の一髙機器に対する利用者検索語を，抽出・分析する

ことができた． 

 

図 1 付箋紙人気投票形式アンケート実施風景 

 

表 1 調査の種類と回答件数 

調査の種類 数 備考 

穴埋め形式 170 指定 6 機器対象  

自由記述式 54 付箋の影響で減少 

付箋紙人気投票 469 総数 625 件，154 項目 

SNS 投稿形式 119 Twitter, Instagram 

ブログ記事 10 事後調査 

総数 822 付箋無記入含総数 978 件 

 

3. 付箋アンケートの特徴 

3.1 付箋紙人気投票形式アンケートの分析 

付箋での回答総数は，本調査の中で最も多い 625 件

であった．その中には無記入での投票もあるため，記

載があった 469 件をデータとして扱い分析を行った．

付箋による上位の頻出語を表 2 に示す。 

表 2 付箋人気投票上位頻出語 

抽出語 出現回数 

面白い 42 

良い 36 

凄い 26 

見る 22 

思う 19 

使う 18 

美しい 17 

今 16 

人 16 

先生 13 

素敵 13 

解る 12 

楽しい 11 

デザイン 10 

易い 10 

音 10 

気 10 

格好 9 

感じる 9 

色 9 

綺麗 9 

形 8 

見える 8 

昔 8 

言う 7 

時代 7 

授業 7 

素晴らしい 7 

知る 7 

展示 7 
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この分析時に用いた抽出語数は 5,436 語，そのうち

分析で抽出したのは 2,103 語であった．文の数は 569，

段落数は 478 である．また，記述統計と度数分布表で

は，この分析時の記述統計による出現回数の平均は

1.94 回，出現回数の標準偏差は 3.63 であった． 

付箋アンケートにおける抽出語の共起ネットワーク

を図 3 に示す．最小出現数は 5，利用される語の数は

950 で分析した．この際に除外語として，否定助動詞，

その他，HTML タグを設定した． 

 

 

図 3 付箋投票の抽出語による共起ネットワーク分析 

 

付箋アンケートの内容から抽出できた上位の頻出語

は，面白い，良い，凄い，見る，思う，使う，美しい，

など，展示に関する所感を表現する言葉が多く見られ

たが，図 3 の付箋アンケートの共起ネットワーク分析

からは，展示していた一髙理科資料の関連性も下記の

ように読み取ることができる．共起ネットワーク図で

は円の大きい語ほど頻度が高く出現し，円の色は同じ

階層を示し，線が太いほうが繋がりが強い． 

図 3 の凄い－音－見えるという言葉は，一髙物理学

教室由来の音響分析器(図 4)に対する語であり，綺麗－

色は一髙地質鉱物学教室の鉱物・岩石標本（図 5）を

示し，使う－定規－欲しい－形という語は，一髙図学

教室の用器画で用いた雲形定規（図 6）のことである．

また，光－実験という言葉は，フーコーの回転鏡(図７)

の展示物と関連している。 

 

図 4 音響分析器（一髙物理学教室） 

＜Rudolph Koenig，フランス，1870 年代＞ 

 

 
図 5 鉱物岩石標本（一髙地質鉱物学教室） 

 

 

図 6 雲形定規（一髙図学：用器画の製図道具） 

 

 

図 7 フーコーの回転鏡（一髙物理学教室） 

＜19 世紀スイス，ジュネーヴ＞ 
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3.2 自由記述式内に見られた付箋投票の評価 

自由記述のアンケート件数は，普段よりも回答件数

が少ない傾向が見られた．このアンケートは普段より

駒場博物館で開催する各展覧会時に実施している． 

この自由記述のアンケートの中に，付箋についての

言葉を観察することができた．KH coder による，自由

記述式アンケートの，共起ネットワーク分析を図 8 に

示す．この図からは，付箋という言葉と，思う，見る，

多い，感じる，書く，素晴らしい，解る，面白い，楽

しい，というような言葉が関連して発生しているとい

うことが読み取れる． 

 

図 8 自由記述式抽出語による共起ネットワーク分析 

 

4. 付箋アンケートの効果 

一髙理科展で観察できた付箋紙アンケートがもたら

す事象として，本事例で確認ができた注目する要素は，

次の内容であった． 

第一に，付箋投票は，展示物および展覧会全体を参

加型体験型にする効果があった．付箋には，展示への

誘導という側面があり，利用者の視点による新たな動

線が形成された．展示計画に有効な，利用者の目線を

知ると同時に，動線計画にも応用できる．  

第二に，個々の展示内容に対する，利用者の直接的

な考えを，他者からも参照できる形で抽出する，利用

者アンケートの１つである，ということがわかった。

これは，博物館という空間の中で，展示物を介して，

利用者同士，または，監修者と見学者が，時間と空間

にとらわれずに行う，新しいコミュニケーションの形

であった。その中には，大学博物館ならではの，利用

者である学生から，監修者である教員へ向けて，現在

進行中の授業内容に関連するメッセージも，含まれて

いた． 

その他にも，本事例における特異な利用者行動や，

様々な展示への影響などが見られた．これら初見の事

象について，今後も条件が異なる環境下でも検証し，

今回の事例との比較分析などを考察したい． 

 

5. おわりに 

一髙理科機器をはじめとする，既存のデジタルアー

カイブの利用者の目線に立った，整備と改善が目的で

始めた調査であったが，その一環として実施した，付

箋紙による人気投票形式のアンケートでは，博物館学

的・情報学的に，新たな見地の事象を発見することが

できた． 

今後も，機会があれば，予想外の可能性があるツー

ルとして，付箋方式を効果的に活用したい．そこから

得られた回答や観察結果を元に，これまででは実現し

なかった事項の評価等についても，考察したいと考え

ている． 
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